
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】

課 係
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事業の対象
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果
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指標
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指標

マリーゴールド（国道植栽分）

マリーゴールド（各施設植栽分）

マリーゴールド（イエロー・オレンジ）

国道１０５号線を利用する市民、観光客、中、長距離ドライバー等

花いっぱい運動を通じて花や自然をいつくしみ、家庭と地域の融和を図りながら心通
う地域社会を目指し、訪れる人々を花でもてなすことを趣旨とする。

直　営

公共事業 施設維持管理

直営（一部民間委託） 民間委託(全部)

事 務 区 分

根 拠 法 令 等

性 質 区 分

事業の目的・意図
（どういう状態にしたい
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（単位：千円）
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作成者生涯学習

法定受託事務

７月第１日曜日、国道１０５号沿い９．２㎞（西木町堂村～西荒井間）にマリーゴー
ルド約５万本を植栽する。集落、学校、保育園各施設内に４万本配付し植栽してい
る。

本

本

96

担 当 課 係 名 生涯学習

新規／継続の区分

総 合 計 画 で の
位 置 づ け

基本計画 生涯学習の推進と社会教育施設の整備

花いっぱい運動の推進

平成

施策の大綱

社会教育費教育費

補助金

明日を担う人材を育む教育文化のまち

社会教育総務費

総合計画の
ページ

内部管理

3,413
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補　助

事 務 事 業 名 花いっぱい運動推進事業費

石郷岡宗幸
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―
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ 家庭と地域の融和を図りながら心通う地域社会を目指し、生活環境の美化の充実させるため
にも、引き続き事業推進が必要と考える。

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ
Ａ 現状のまま継続（実施）

地域のコミュニケーションづくりを目標と
しているため１世帯１名の参加を図り継続
とする。

Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

地域住民総出で同じ目的に向かい花を植栽することによる奉仕活動、体験交流の場となっている。

　毎年、５月上旬に道路花壇施設整備事業をシルバー人材センターと委託契約を結び、除草、床づくり育苗、後
片づけまでお願いしている。また、２農家へ一斉植栽の苗（正植用）と（補植用）を育苗し一斉植栽の７月第１
日曜日に、西木地区住民、団体、職場、小学生、中学生の方々からご協力をいただき延べ９．２㎞にマリーゴー
ルド（イエロー・オレンジ）を植栽し、花が咲くころには、国道１０５号行き交う人達を和ませている。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

仙北市総合計画の主要施策にあがっている。

西木地区住民の多数の参加と、事業の継続を要望。
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